
資料７

平成 30年度 第 11回芦屋市障がい児・者作品展 実績

年度 平成 29年度 平成 30年度

日時
12月 5日（火）～12月 11日（月）
※前日 17時から準備開始

12月 5日（水）～12月 11日（火）
※前々日から準備開始

タイトル ～いきいき・のびのび自己表現～

作品数 296点 202点

作者数
266名
（16団体・一般 4名）

177名
（15団体・一般 4名）

感想文 170通 263通

作者記念品

・自分の作品が印刷されたクリアフ

ァイル（芦障連）

・自分の作品が印刷されたクリアフ

ァイル（芦障連）

・ボールペン（木口記念会館）

感想文粗品

・ミニタオル（木口記念会館）

・ミニ懐中電灯（社協）

・あしやの水，花の種（芦屋市）

・ペーパーウエイト（身障協会）

・カシュカシュ割引券（ライラック）

広報

・J:COM，神戸新聞社
・芦屋市社協HP 
・市内広報掲示板，広報あしや

・J:COM，神戸新聞社
・芦屋市社協HP 
・あしやNPOセンターHP 
・市内広報掲示板，広報あしや

・ためまっぷ等 SNS 
・放デイ地域の会での周知

配布物

・案内図 ・案内図

・出展作品プログラム

・障がい福祉サービス事業所一覧

その他

・コンシェルジュの設置（芦障連・

あしや NPO センター・甲南高

校・芦屋大学・小学生ボラ・放デ

イ地域の会・社協・事務局）

下線変更点

■成果

ためまっぷ等 SNS，放デイ地域の会での周知等広報活動に力を入れ，コンシュルジュを設
置した結果，来場者数が増え感想文が昨年度より 93通増加した。
■課題

作品数が昨年より減少しており，今後，団体・事業所へは 6ヶ月前に日程を周知していく。
また，ポスターを 10月には作成し，個人向けに自治会掲示板への掲示，計画相談員等を通
じて作品の募集を周知していく。


